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28 年に施行された学位規則（文部省令第 9 号）に
より定められている。








下，NDL とする）の依頼により，博士論文の 1 部










































































なった。日程初日の 9 月 23 日はプレ会議という位
置付けで，主に ETD国際会議の初参加者を対象と












・Software & Technical Issues
・ETD Life Cycle
・Open Access Issues



























年 4 月 1 日以降に授与される博士学位に係る論文
は，やむを得ない事由がある場合は要約の公表とな
るという制限はあるものの，それ以外は学位授与


















日程は 9 月であったが，2013 年始めには会議発表






ETD 国際会議では，本会議 2 日目に当たる 9 月
























財政支援を得て急速に整備され，2012 年 3 月時点
で公開している機関数が 351 あり，2007年と比べ 6
年間で 6 倍以上に増加している。また本文全文が見










































たメタデータは，各大学から NII へ，NII から
NDLへと順次ハーベストされるようになる。NDL













































NII によって策定された，国内 IR のためのメタ
データ標準である junii2 に沿ったメタデータを入力











いったサービスに利用する。JAIRO や CiNii Arti-
































































































































































































































に，DSpace をベースとする Hub を強化し，Pal-
mer氏が将来の機能拡張として挙げていた事項を






































































年の 1 年間で，101回の講習会に 1,890 名の参加が
あったという。
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Satoshi NAKAYAMA
Web publishing of electronic theses and dissertations in Japan and the world
Abstract：The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology implemented a revision to
the rules on academic degrees that became effective 1 April 2013. In September of the same year, the author
participated in an international conference in Hong Kong on electronic theses and dissertations, and gave an
oral presentation that covered the background to the revision of the rules in Japan, the actions undertaken
by the academic library community to provide open access to electronic theses and dissertations, and
possible scenarios for the future. The author also reports on the sessions he attended and the state of web
publishing of electronic theses and dissertations around the world.
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